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0. はじめに	



本発表の概要	

対象…人形浄瑠璃における人形遣いの「わざ」 
目的…「三人遣い」を、身心変容技法の一つと見なし、

その「わざ」の習得の仕方を明らかにする。 
背景…教育学研究における、「わざ研究」の未発達。

人形浄瑠璃の研究における、「人形遣い」の欠
落。 

方法…稽古場面の観察、哲学的身体論による分析 



淡路人形座浄瑠璃とは？①	

1500年代初頭に成立…神事（三番叟・戎舞）を得意とする芸
能集団（エビスかき、傀儡師） 
江戸時代、阿波・蜂須賀藩の庇護の元、淡路島島内で40の
座が活動。野掛け小屋にて全国で興行。（上村源之丞座、市
村六之丞座、吉田傳次郎座など）植村文楽軒が大坂にて興
行、「文楽」が成立。 
 





淡路人形座浄瑠璃とは？②	

1500年代頃に成立…神事（三番叟・戎舞）を得意とする芸能
集団	

江戸時代、阿波・蜂須賀藩の庇護の元、淡路島島内で40の
座が活動。野掛け小屋にて全国で興行。（上村源之丞座、市
村六之丞座、吉田傳次郎座など）植村文楽軒が大坂にて興
行、「文楽」が成立。	

明治から昭和にかけて衰退。昭和30年代後半以降、淡路人
形座に統合。細々と活動を続ける。	

昭和40年代後半、地元の有力者たちが奔走。淡路人形協会
を設立。昭和60年、座員の準公務員化が成立。後継者の確
保に成功。 
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1. 人形の三人遣い	



三人遣いの役割	
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三人遣いの身心変容論	

昔の人形座：荒物方→荒物頭→足遣い→左遣い→頭遣い 
今日の文楽：足１０年、左１０年。ようやく首。 
 
 
 
 

「精神論」の話なのか、動作の熟達度と関係しているのか。 
「発達段階」を裏付ける身体論的根拠を探る。	

・舞台の後見としてサポートし、芝居全体の流れを体得。 
・足遣いから始め、「頭遣いの呼吸」を知る。 
・左遣いで全体を把握。 
・頭遣いで二人を主導。効果的な演技を実現。 



2. 人形操作の稽古場面	



 2-1. 足遣い	

振り：立ち上がる、座る。歩く。踏む。 
操作：頭遣いの足に同期。	

淡路人形座において 
も、足遣いは下積み 
段階と位置づけられ 
ている。	



2-1. 
 

 
 
 
  

 
 

 
 

 



 2-2. 左遣い	

振り：手を使った動作。舞。物をとる。 
操作：右手に合わせる。肩を見る。頭を見る。人形を

支える。	

左遣いはほぼ一人前 
と位置づけられている。	



2-2. 
 
 

 
 
  

 
 

 
 

 



 2-3. 頭遣い	

振り：頭・胴体を使った動作。表情の変化。舞。 
操作：「図」を出す。	

頭遣いは一人前。 
決められた振りであっても、 
修正することが出来る。	



2-3. 
 

 
 
 
  

 
 

 
 



3. 三人遣いの身体論	



3. 
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3. 自らの身体⇄人形の身体	

・人形の操作を支える根拠：身体図式 
「身体図式」とは、動作の型。	

「身体図式」は「転調可能」である（メルロ=ポンティ）
（e.g.）ピアノからオルガン、紙とペンからチョークと黒板。	

	

足遣い：自分の手で人形の足を稽古。 
左遣い・頭遣い：自分の身体で人形の動きを模倣 
人形の操作＝自分の身体の「図式」を投影させること。 



3. 三人遣いの身体論	

「見る目には三人の使い手の体の運動があたかも巧妙な踊
りのごとくに隙間なく統一されてなだらかに流れて行くように
見える。ただ一つの躊躇、ただ一つのつまずきがこの調和せ
る運動を破るのである。しかしこの一つの運動を形成する三
人はあくまでも三人であって一人ではない。足を動かす人の
苦心は彼自身の苦心であって首を持つ師匠の苦心ではない。
それぞれの人はそれぞれの立場においてその精根をつくさ
ねばならぬ。そうして彼が最もよくその自己であり得た時に、
彼らは最もよく一つになり得るのである。」（和辻「文楽座の人
形芝居」）	

三人の協調と役割のバランス	
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3. 三人遣いの稽古論	

・身体図式の投影を一致させるためには、三人のコ
ミュニケーション（図）が肝要である。 
・それにも関わらず、図だけを取り出して稽古すること
はほとんどない。実際の動きの中で、図そのものが焦
点化されることは稀である。	

・その意味で、学び方そのものが暗黙的。「学び」の明
示化を試みる近代教育のあり方に、いかに立ち向かう
かが課題。	
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